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weighted-average least squares (WALS) を応用することで、空間的自己相関と多重共線性の問題に悩まされ
ることの多い空間データにも適用可能で、なおかつ高速なモデル平均化手法の開発を行っている。これに対
し、第6章ではモデル選択の問題に取り組んでおり、空間計量経済学のモデリングにおける極めて重要な問
題である空間重み行列の特定化の問題に対して、 Brooksらによる trans-dimensionalsimulated annealing 
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(TDSA) アルゴリズムを応用することで、説明変数と空間重み行列の自動選択を行うアルゴリズムを開発
している。
第7章では、データの質の問題の観点から、不動産データを対象とし、不完全(欠損)データの問題を扱
い、 Knightらの手法を地球統計モデルの枠組みに拡張し、データの空間的自己相関を考慮しながら、従属
変数と説明変数の欠損両方に対処可能な不動産データの復元手法を提案している。
最後に第8章では、本論文を総括し、今後の研究課題についてその方向性とともに論じている。
審査の結果の要旨
近年発展の著しい空間統計学の分野において、その実用化を進める上で、空間統計モデルの構造決定の問
題は非常に重要で、あり、この点に着目して既往研究を体系的に整理するとともに、それに基づき新たなモデ
ルや計算アルゴリズムの開発を行った意義は大きい。第2章から第4章までに既往研究の整理は、学術的興
味はもちろんのこと、実務への還元を強く意識してそれぞれ独自の視点で行われており、併せて示されてい
る実証比較も実務的示唆に富むものである。さらに、第5章から第7章で開発されたモデリング技法は、い
ずれも高度な統計学的な知見に基づく独創性の高いものであり、モデルを実際に適用した結果からその有用
性も確認されている。
論文全体及び各章の論旨は明快であり、博士論文の水準に十分達していると判断される。
平成 25年1月24日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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